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高校教科書用語調査システムと
その設計思想
ttt土屋信一・申野　洋
1．　はじめに　　　　　　　　、　　　　　　　tttt　’ビ　　　　　　　・
　高校教科書の用語調査は電子計算機による大規模な語彙調査の二弾目であ
る。現在，その進行も終了段階で，データの修正がほぼ終わり，集計整理の段
階に達している。この調査を遂行している間｝たびたび語彙調査論，語彙調査
システム論について意見をたたかわせた6それは企画時に最も盛んであって，
三二計量研究部の研究員全員での会議が三園となく開かれた。その第一回目，
電子計算機による新聞の語彙調査終了時の昭撫47年12月に始まり，昭和49年12
月ころ実質上の企画会議は終わっている。それ以降も全体の打ち合わせばたび
たび持たれたし，各人はそれぞれの分担において，調査全体について考えるこ
とが多かった。
　土屋は高校教科書全体を総轄する立場に立ち，中野は主に電子計算機使用の
立場に立ってこれらの問題を考えた。この調査の終了段階を迎えて，これまで
の討議内容を頭においた上で，筆者らの考えを加え，語彙調査システム論の立
場から，高校教科書の用語調査を冤なおしてみようと考える。
　まず，今回の調査における作業システム，プログラムシステムの特徴をあ
げ，それらが語彙調査論とどう関わるかを考える。次に具体的な作業の流れを
概観する。
2．　プmグラムシステム・作業システムの特徴
　2－1．　プPtグラムシステムの特微
　1。KWICを使ったこと…同語異語判別を完全にやったこと
　　　　　　　　　　　　…エラー一一　＊一をかなり低くすることが出来た：と
　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一
　　　　　　　　　　　　…スt“　・一ドが落ちたこと
2．データ管理システムに組みこんだこと
3．　オペレータ管理をシステムに組みこんだこと
4．検査出力に漢字プリンタを使ったこと
5．　自動処理は採用しなかったこと
6．処理時間に余裕をつけたこと…失敗を恐れないこと
　　　　　　　　　　　　　　　…成果を捨てる勇気をもつこと
7s　修正ルーチンを充実させたこと（修正こそが肝要：である）
2－2．作業システムの特徴
1．二つの調査単位を同時に採用し調査を行ったこと
2．　サンプリング調査にしないで全数：調査にしたこと
3．分析までを計画にくみこんだこと（これが果されるかどうかは今後）
4．エラーのおこりやすい箇所を調べ，その対策を講じたこと
5．1／20のサンプルデータの調査を先行させたこと
6．修正はポストエディットが主体であったこと
7．　同語異語判別を完全に行ったこと
8．すべてのデータについて研究員が検査をしたこと
3．語彙調査論その思想
　ここでは，われわれが，また国立国語研究所が，なぜ語彙調査を行うのかと
いうところまで戻って語彙調査論を展開するつもりはない。報告エ3・94　Ae　・一ジ
「語彙調査の成立根拠と基本的諸概念の定義」に示された「語彙調査」を行う
ものとする。ただし，報告13の当時と比べて，語彙調査に求められるものが多
様化してきていると言うことはできる。ここでは，電子計算機を用いた語彙調
査が，どのような形で進められるべきかについて考える。
　3－1．電子計算機を用いた語彙調査のあるべき姿
　1．電子計算機を使った調査の特色は，大量のデータを短時闘で処理するこ
　　とであるかのように言われ，思われていた。しかし本当はそうではない。
　　それが真実であるのは「それが単純作業であれば」という条件がつく。語
　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一一一
　彙調査の総体は，決して単純作業の連続ではない。電子計算機を用いた調
　査の特色は，「単純作業は機械で，複雑な作業は人問がやること」にある。
　これにより，より複雑で，かつより精密な調査が可能になる。
2．語彙調査において，見出し語の配列や使用率の計算，語彙表の作成は単
　純な作業に属する。これらは機械に任せてよい。しかし同語異語の澗溺
　や，単位切り，情報つけ，読みがなつけ，エラーデーータの発見とその修正
　などは最も複雑な作業である。同語異語の半捌は語の意味，文法的性格，
　形態，表記など言語学的な知識がなければ処理しきれない。また，何がエラ
　一で何がエラーではないかはデータそのものを知っていなければ出来な
　い。そのデータに，どのような分析がほどこされるのかを知っていなけれ
　ばわからないのである。
3。このような特徴を発揮するためには，配列，計算はもちろんのこと，複
　雑な人間の作業を容易にするために，いつ，どんなところででも，修正や
　情報付加が計算機で鵠来るようなシステムをつくりあげた。その機能は修
　正システム判劉システムなどのサブシステムに生かされた。しかし，最終
　的には漢字ディスプレイの採用，TSSの利用，データベースの利用など
　が実現してはじめて完成するだろう。今回はその第一歩を印したものであ
　る。
4．それでは，現段階では手作業で行うのと変わりがない，または，手作業の
　方が精度が高いのではな：いかという疑問が起こる。しかし，そう判断する
　のは早計である。なぜなら，データの配列，情報の付加（修正）は，その
　方法が決まっていれば，計算機は人間より処理が格段に早く，正確であ
　る。実例をあげると，岡じ種類のエラー一をたちどころに集め（ひらがなの
　「へ」とカタカナの「へ」の違いを集めるなど），その修正を一・挙に済ませ
　ることができる。
5．電子計算機を使うもうひとつの利点は，一度作ったファイルを何度も，
　加工しなおして使え．るということである。
　　コピー機械の発達で，同じ書類を何枚もコt“・一一するのはそれ程苦にはな
　らなくなった。しかし，書類のある部分だけ取り出し，その順序を変える
　　　　　　　　　　　　　　一3　一
などの機能は電子計算機でなくてはできない。たとえば，教科書の調査で
は，M単位とW単位の二つの調査単位を同時に調査している。これが可能
になるのは今言った機能があるからである。すなわち，
　　W国立
　　M国語
　　M研究
　　M所　　　　先頭の文字MWは単位の区切りを示す。
　のデータにおいて，M単位のデータを作るにはこれをすべてコピーし，単
位をMにする。すなわち，
　　　M国立
　　　M国語
　　　M研究
　　　M所
　とすればよい。また，W単位のデータを作るには文字デーータだけをつなげ
　てコピーし，その全体をW単位とすればよい。
　　　W国立国語研究所
　これは，コピー機能と，任意の部分を取り出す機能をかねそなえていては
　じめて可能になる作業である。
6．　この機能は，いったんデータを作ればあらゆる観点から同じ規模の調査
　が何回も可能になることを示している。もちろん，新しい分析にはその観
　点から見て有用な情報がデータ内になくてはならない。言語デーータはいわ．
　ぽ多面的な情報をもったデータであるため，いろいろ分析が可能である。
　しかし，データはこれに耐しえ得る質を維持していなくてはならないことは
　当然である。
7．電子計算機を使った語彙調査は以上の理由により，大量を処理するだ、
　け，短時間で処理するだけで満足していたのでは何にもならない。質のよ
　いデータを作ること，利用価値の高いデーータを作ることが最も重要であ
　る。
8．われわれが作った語彙調査データは，質のよいものである。電子計算機
　　　　　　　　　　　　　　一4　一
　の特長を十分に生かすためにも語彙調査システムは，多面的な分析が得ら
　れるものでなくてはならない。したがって，われわれのシステムではただ
　語彙衷を作るだけではなく，各種の労析ができるように設計されている。
　各種の分析とは16ページに示すとおりである。
9．いろいろな分析が可能なデータとはどのζラなものであろう。あらかじ
　め分析項屈が決っていれば，それ用の録も有効なデータを作ることができ
　る。たとえば語彙調査のために設計されたサンプリングなどはその典型で
　あろう。大量の語彙を推定するに少量のデータですませるのである。で
　は，あらかじめ分析項目が決っていないものについてデータはどのような
　形がよいか。答えは，原データをできるだけそのまま入力することであ
　る。この理由により，サンプリング調査は行わず全数調査にした。サンプ
　リング調査では出来なくて，今回の調査で可能になった分析は，語彙調査
　におけるサンプリングの研究，、文章の分析である。逆に，こうしたことに
　よって生じた欠点はサンプリングに比べ，述べる範囲が小さいことであ
　る。これが良いか悪いかはこの調査の分析結果による。
　3－2．　プllグラムシステムの設計思想
　大量の語彙調査を計算機で行った例は，昭和41年の新聞三二の調査がある。
われわれはこの調査のフ㌔グラムシステムを基礎とし，これを上回る性能を持
たせることを旨標とした。
　1．三三の語彙調査のプログラムシステムの特徴は，αとβの二種類の単位
　　の調査を，はじめαを，次にαの結果を使ってβに切りβの調査を，とい
　　うように直列に結びついて調査を行ったことである。
　　　教科書では，MとWの二単位を調査したのは圏じだが，二つを同時に調
　　回した（前部分を共通に，のち並列的に処理した）。
　2．新聞での修正はプレエディット（入カデータの校蕉検査）が中心で，の
　　ち集計弓隠で少量の修正を行った。
　　　これに対し，教科書ではポストエディットが中心であった。つまり，集
　　計後は検査校正するシステム，具体的にはK：WICを使っての，および語
　　　　　　　　　　　　　　　一　5　一
　彙表をいったん出力してからの検査校正に力を入れ，入カデータの検査校
　正は簡単に済ませた。この方法の方がエラーーデータの発見効率がよいと考
　えたからである（参考文献参照）。エラーは分析してはじめて発晃できるも
　のだという考えによる。しかし，この方法は前の調査では不可能であった，
　すなわち，この方法は漢字の大量の出力が不可欠だが，今回の調査では高
　速漢字プリンタを使用することによってこれが可能になったのである。
3．新聞では，表記別調査であって，完全な露語異心判別は行っていない。
　ただし活用語はその蓑記内で終止形にまとめられている。
　　教科書ではまず仮名表記をつけることにより，異表記語をまとめ，その
　後，仮名表記で同語になった語の半捌を行った。これによって，同語異語
　の半捌は完全になった。
4．修正の方法は紙テープによった。これは新聞も教科書も同じである。
5．新聞では語種，晶詞の情報を付加した。教科書ではこれらの情報はつけ
　ていない。
3－3．電子誹算機を使った愈愈返盃の特徴を生かすためにはプ環グラムシス
　　テムはどうであらねばならないか。
ユ．　まず単純作業（語彙調査では配列，計算，フォーマットをかえての出力）
　は計算機で行う。いろいろな段階で自由に使えるようにする。
2．エラーを発見するために，KWICや語彙表などのある意味での分析プ
　ログラムを早い段階で通す。こうするとエラーを見つけやすく，かつ直し
　やすい。
3．修正の方法を簡単にする。また，どんな所でも修正できるようにする。
4．一浴作ったデータを何度も使えるようにする。MとWの作業はできるだ
　け共通にして，同じことを二つの単位で二度行うというようなことはしな
　い。Mで行った作業はそれがそのままWに生かされるようにする。
5．　いろいろな分析に耐える質のよいデータをつくる。これは修正機能を充
　実させることで実現する。また，原データ，入力データはすべてマスター
　ファイルで生かす。このようにすれば，マスターファイルを使うことによ
　って，語彙調査だけではなく他の分折にも使うことができる。マスターフ
　　　　　　　　　　　　　　一6一
　　アイルをデータベースと考える。
6．プログラム管理，ジョブ管理，データ管理の機能をつける。具体的には
　　次のとおりである。
　システムチャートを全員に配布し，各プログラムの関連を示した。各プログ
ラムの仕様を同様に内部資料「季報」に報告した。各プログラムの詳細仕様書
（プPグラムの概要，ファイル定義書，ファイルレイアウト，フローチャート，
ランブック）とプログラム・リストを完備した。これはプロジェクトメンバー
の各人がプログラムの関連と内容を知ることにより，各分担の位置，作業の進
行状況，重要度を知るとともに，後の分析に資するためである。これをプログ
ラム管理とよぶ。
　プPtグラムのランを行う際，オペレF一・タの名前，データの名前を入力し，ラ
ン終了時には，入力した名前とともに，処理量の項罵別集計値を出力した。ま
た，磁気テープに貼るラベルの型式を統一一し，磁気テープ内に記録されるファ
イルIDのチェックを厳密に行った。これは，倦教科ファイルの混入や携のオ
ペレータが同じジョブを二園行うことを防ぐ，磁気テープボリュームの脱落や
重複を避けることをねらいとする。このようなエラーが起こった場合，最終霞
三三，その分析後でなければエラーがみつからないのが常である。少なくとも
機械的なエラーは起こらないからである。このようなまちがいは起こすはずが
ないと考えるのはあやまりであって，大量調査においてはこのようなまちがい
は必ず起こると考えるべきである。これらをジョブ管理，データ管理とよぶ。
　3－4．このプraグラムシステムでは巽現したくても種々の纂情で実現できな
　　　かったこと。
1．修正システムの効率化
　　現在は紙テープベースである。データを紙テープで作り，これとマッチン
　グしたものを正しいデータに置き換える。この方法ではキーとなる番号，ま
　たはデータを新たにパンチしなければならないが，それにエラーが起こる可
　能性があり，このための検査校正が必要になる。能率的ではない。
　　データを直接見ることがでぎ，かつ，その場で修正し，修正した結果を確
　認できる方法があればよい。これは，磁気テープなり磁気ディスクなりを直
　　　　　　　　　　　　　　　一7　一
接漢字ディスプレイに表示することで実現できる。最近各社で漢字ディスプ
レイが開発され，このような修正方法も十分に実現可能である。教科書シス
テムのシステム設計当時ではこの方法は考えられなかった。
　中間段階としてフpaッピーディスクによる修1Eがある。しかし，これは中
．闘にしかすぎない。データそのものを直すのではなく，新しくマッチングす
るためのキーを作らなくて済むこと，及び，データの中の誤り箇所だけを，
修正すればよいことなどの利点があるが，マッチング修正作業はやはり必要
である。
　これに対し，磁気ディスクの中のデータ（データベース）を，直接，エラ
ーの箇所だけ修正し，その確認がとれるシステムは最も良い。もちろん，T
SS制御のもとに動かす。修正作業が人間の速度に落ち，　TTSを使わなけ
れぽ計算機に無駄が生じるためである。TSSデータベースを直接修正する
システムはデータベースから派生する各種の分析データについても一挙に修
正することになり効率的である。
上に述べた修正システムについての比較を次にかかげる。
〈例）修正システムの比較
紙テープベース　　　　　フPッピーベース　　　　データベース
マスターファイル
印字
検査校正
修正データの作成
！キー
i漏一・
修正データのパンチ←
修正データの印字
修正データの検査校正
　エラーがあれば一一一
マッチング修正・確認
マスターファイル
印字
検査校正
データの抜き出し
校正デ・・一タにより修正
マッチング修正
マスターファイル
印字
検査校正
ディスプレイ修正
8
　（例）校正のしかたの比較
　　　　　　　　　エラーデータ　修正データ　　　　　、　　修正結果
紙テープベース　0010デーた0010デーータ（置き換え）→0010デーータ
・フロッピーベース　OO10　デーた　た→タ　　　（マッチング）0010　デ・一一・タ
データベース　　　eo10　デーた　た→タ　　　　　　　　　　0010　データ
2．　自動処理
　教科書システムの設計当時，できるだけ自動化するのか，または，人間作業
の補助機械として機械を使うのかという方針決定に論議が分かれた。結局，わ
れわれは自動化を採用しなかった。当時，われおれはいくらかの自動化プログ
ラムを持っていた。自動単位切り，自動読みがなつけ（辞書方式とプログラ
ム方式），自動品詞認定などがそれである。
　それちのプログラムを採用しなかった理由は以下のとおりである。
〈1）自動処理の精度が80％台である。
〈2｝有効な修正方法が開発されていない。（1＞の結果，梢当量の修正が予想され
　る。
／3）新聞の語彙調査が機械処理中心であったのに対し，教科書は手作業中心で
　データの質を高めようとした。これら二つの調査により機械を使った調査の
　最適システムを探ろうとした。
＜4＞大量のデータを自動処理した経験がなかった。したがって，起こりえるエ
　ラーの種類がつかめなかった。
3．　データベースシステム
　筆者（中野）はデータベースの意義を現在のよ勃こはっきり意識はしていな
　かったものの，大量のデータをかかえ，その有効な利用法を探る過程で，デ
　ータベース的な方法を思考していた。
　　部内資料LDP11（1973．3）に表わした中野洋「言語デーータのデータベー
　スについて」は「データベース」という書葉を用いた最初である。
　　計算機を使うひとつの利点は，先に述べたように各種の分析研究に語彙調
　査データを共通に用いることが出来るという点にある。しかし，現状ではマス
　ターファイルから派生する各種の加工データの氾濫に呆然自失するのがおち
　　　　　　　　　　　　　　　　一9　一
である。また，各種の分析をするということは溺の面からデ｛タを眺めると
いうことであり，それだけ新しい検査をし，新しいエラ■一n：見つかる。しか
　し，われわれは，そのエラーをマスターファイルにもどって修正するというこ
　とは，現実には行っていない。なぜなら，ただ，マスターファイルを直せばい
いのではなく，そこから生じた各種の分析用データすべてを修正しなければ
　ならない。現実問題としてこれは可能であろうか。答えはノーである。たと
　えば，新聞の語彙調査の最終段階に調査に用いた磁気テープを数え．たら，
2000巻を越えていた。数本のマスターテープのエラーの修正から，少なく見
積って，1000巻のデータすべてを修正することができるか。コピーするだけ
　でも数十時問はかかるであろう。これは現実には不可能といえる。
　　データベースの考え方は，マスタ・・一ファイルの管理とそこから発生するフ
　ァイルの管理である。データベ・一一一一スを直せば自動的にすべてのファイルを直
　していることになるようなシステムである。
　　すべての分析は，データベースを使うことによって行われる。もちろん，
　な：んらかの加工は行われるが，すべてがデータベースを通じて行われるよう
　にする。このようなシステムでは処理時間が膨大になるが，これは計算機自
　身の処理スピードの向上とオペレートの自動化によって苦にはならない。
　　データベースを実現するためには，計算機の内部メモリーを大きくするこ
　と，処理速度を早くすること，オペレーティングシステムを充実すること，
　TSS制御を導入すること，有用なデータベース用ソフトを作ること，端末
　を多くすることが必要である。しかし，これらはほとんどが，ハード上の問
　題であり，技術的には解決されていると考えられる。それより，データの作
　成，加工の方が人も金もくうのである。
　　しかしながら，このシステムは教科書調査では採用されなかった。機械も
　金も理解者もなかったからである。
4．　高校教科霧：語彙調査システムの概略
　4－1　システム概略
　システムの詳細は語彙表とともに詳しく報告される。ここではその考え方と
概略について述べる。
　　　　　　　　　　　　　　　一10一
　システム設計の土台となったのは，当時田TACr＄010を使い，　KWICによ『
るエラーの発見，修箆を行っていた索引作成システムであった。このシステム
によって調査を行った場合，起こるであろうエラーとその原因を洗い出したの
が表1「教科書調査システム（案）におけるエラーの種類と原因」である。こ
れは研究第1部第二研究室「語彙調査に生ずる狂いの種類・原因・対策」　（年
報5）の方法によったものである。この結果，管理システムの確立とともに，
発見が困難なケアレスミスを防ぐための士気の高揚の必要が痛感せられた。以
下に表1から得られたエラー対策を列挙する。
a．チェックシステムの確立。
b．オペレ一一　5のジョブ・ランブックを充実する。記録をとる。
c．作業の整理表・うけわたし表を充実する。
d．分担者の連絡を緊密にとる。
e．作業者の負担を軽減する。……一度に二種類以上の仕事をさせない。
f．士気の高揚をはかる。……アルバイタに至るすべての人々が，この調査の
〔表1〕
教料書調査システム（案）におけるエラーの種類と原困（ミニクイックまで）
「語彙謁査に生ずる狂いの種類・原困・対策」隼報5の方法による
原因　1…作業者の不注慧　2…管理不十分　3…システム　4…作業の捲
　　　導　5…その他
作業鯛綱 狂いの種二 丁劉鵜原因 対策
基本方針
の設定
テキスト
の決定・
購入
入力対象
とする部
分の指示
単位切り
単位切り
検査・旧
記三
OIO
P20
031
032
033
034
041
051
妥当性・信頼性・客観性・適応
性・再現性を満足していない
調査目的に合った資料でない
不適当な対象を指示した。
計爵遡りの捲示をしなかった。
計議通りの指示をしたのに，対
象としなかった。
回目遷りの指示をしたのに，対
象外のものを入れた。
単位切りミス（三種類）
検査もれ（数ペーージ全部・検査
のこし）
絶蓋的
〃
難困
??容
〃
やや困難
關難
一・@12　一
立案者め無能
〃
時画企
??????
??
検査
検査
・検査
場踏査，　ミニクイッ?
整i理表チェック
篠劇嗣 狂いの種類 騰鱗憲原因 対策
清書
よみがな
代表形
ふりがな
情報
単位情報
出典情報
??
????（
????????
?????
?????? ?
4360
1460
…???60
???
???????
????? ??
修正もれ
修正エラー
清書ミス
清書の重複
清書の脱落
よみがなをつけるべきなのに，
つけなかった
よみがなをつけなくてよいのに
つけた
ひらがなでいれるべきなのに，
カタカナにした
よみがな記暑〔〕を間違って，
（）やく　〉にした。
よみがなのつけまちがい
代表形をつけるべきなのに，つ
けなかった
代表形をつけなくてよいのに，
つけた
代表形をカタカナで入れた
代衰形のつけまちがい
ふりがな情報のつけ落し
ふりがな情報はいらないのに，
つげた
単位情報をつけ誤った
単位情報をつけなかった
単位情報の重複
本の名前を入れなかった
本の名前を入れまちがった
ページ情報を入れなかった
ページ情報を入れまちがった
行情報を入れなかった
行情報を入れまちがった
段落情報を入れなかった
0752段落情報を入れまちがった
0761見出し情報を入れなかった
0762見出し情報を入れまちがった
??
???容
??????
やや困難
函難
やや困難
やや困難
????
やや困難
1！
　lt
容易
やや困難
容易
容易（注
意すれば
容易（〃）
容易（〃）
容易（〃）
　！1
　1！
???
????????? ?
4
???｛???????????????
?
×
?、?
???
1
?
??????
?????????????????????
? ????????????????
4
士気の高揚
規則の整備・徹底
・教育・校正
校正
校正
校正・整理表のチ
＝ック
検査
代表形と　検査
まぎらう
検査
　Pro．チェック
検査
検査
検査
検査
検査
　Pro．チェック
検査
　PrQ．チ＝ック
　　ミニクイック
検査
検査i
検査
検査
　Pro．チェック
検査
　Pro。チェック
Pro．チ＝ック
PrO．チェック
Pro．チェック
　　　！1
　　　11
　検査PrO．チェッ
　検査　　〃
　　　1！
　　　1！
?????
ク不可能
一12一
作業段階番尋 狂いの種類 発見の｢難さ
発生
p度 原因　　　　対策
校正 0811校正もれ 困難 △ 1，2　整理衰，士気の高
揚
0812校正をまちがった 困難 × 1，　2，　4　　ミニクイック
0821検査もれ 困難 △ 王，2　整i哩衰，士気の高
揚
0822修正もれ 困難 × 1，3　士気の高揚
0823修正エラー 困難 X 1，　4　　　　　〃　　クイック
入力パン 091パンチミス やや困難 ○ 1，3　ミニクイック?
092ファンクションコードの打鍵も 〃 △ 1，3　　Pro．チェック
れ
093漢テレの機械エラー 〃 ○ 整備
Pro．チェック，クイック
094漢テレの切れが悪い 〃 ◎ 〃　　　　　　　　〃
原文よみ 101PITの粉失 容易（注 × 2　　　うけわたし表
こみ 意すれば
102PITよみこみの脱落 〃 △ オペ　　Pro．チ講ック
103 〃　　重複 〃 △ オペ　　　　〃
1G4エリアオーバー 容易 × ページおとし　ページを入
プ露グラム　　れる。　（1
ページ三巻
の場合簡
単）
修正デー 三21エラーリストの粉失 困難 ○ 2　　　エラーリストのぺ
タの作成 一ジングうけわた
し表
122修正ミス 困難 △ 三，④　クイック
123修正もれ 困難 △ 1，④　士気の高揚
124藷番号の書きまちがい 困難 ○ 1　　　　　〃
修正デー 三25パンチミス やや困難 ○ 1，3　印字，校正
タのパン?
126ファンクションコードの打鍵も 〃 △ 1，　3　　　　　〃
れ
127漢テレの機械エラー 〃 ○ 整備　　　　　〃
128漢テレの切れが悪い 〃 ◎ 〃　　　　　　　　　　〃
修正 131修正データの粉失 困難 ○ 2，　3，　1
132修正データの璽複 困難 △ オペ，2　　Pro。チェック
133修正データの脱落 困難 △ オペ2，2　対策なし
ソート・ 161リールのかけまちがい 困難 △ オペ，2　∫OBランブック
マージ の充実士気の高揚
162マスター・テープの破損 容易 × オペ，2　コピー，前段階
のファイル保存
163ファイルのかけまちがい 容易 △ オペ，2　ラベルチェック
の重複」OBラ
ンブックの充実
一13一
牒鯛翻 狂いの種類 躇羅窪雛原因 対策
校正（ミ
ニクイッ
ク）
検査（ミ
ニクイッ
ク）
エラー語
番号の書
き出し
校肥（原
文）
??
???
?????
パンチ
171
272
173
174
175
181
校正もれ
校正エラー
検査もれ
修正エラー
修正もれ
エラー語番号の書きまちがい
191パンチ・ミス
192」i幾械エラー一
201　季交正もれ
202季交正エラー一
211エラー語番号の取り出しミス
212　〃　書きまちがい
221パンチ・ミス
222機械エラー
困難
???
???? ?
やや困難
??
??
　11
やや困難
　11
o1，4，2　士気の高揚
?????
1，4
???
??
??????、??
???????
規則の整備，検討
会の開催
士気の高揚
　　　／1
印字・校正
士気の高揚
　　／f
印字・校正
　　　　　　　　　　　（i）かなり多い　○多い　△少しある　×ほとんどない
　　　　　　　　　　　原因の欄で○囲いの数字はそれが主要な原因であることを示す
　　　　　　　　　　　Pro．はプログラムの略。
　　　意義を確認し，調査全体のどの部分を担っているかを知ることが必要。
9．オペレータは入力データ・出力結果の内容を知っていなければならない。
h．作業者の教育
　このような検討のもとに，データ管理オペレート管理システムを含んだシス
テムが作られた。図1は現在おこなわれている調査システムの概要である。こ
のシステムの特徴は検査・校正・修正が処理後であること，同語論語の半捌作
業が入っていることである。機械処理は複数のプログラムによって動Y・てい
る。1その総数は73本である。
　牛2入力精報と各種の出力結累およびその分析計画
　どのような結果を出力するかは，何を入力するかによって決定される。今鳳
の調査は用語用字調査ということぽで示されるように，語彙表，漢字表の出カ
　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一
　　／
：原文イメージ
検　査
対象の確定
単位分割
清　　　書
情報付加
検　　　査
パンチ
入　　　力
修正前
処　　理
KWIC
検　　査
図1　語魏調査システムフロー
　　　　　　　修正情報　　　修前
　　　　　　　　　Xs　！
　　　　　　　　　　修　正
　　　　　　　　　　　修正後
　清書イメージ
　検　　査
判7，　11処理
／
マスター
KWIC
　処理
語彙表
　処理
KWICM・W単位語彙表
X’Sb．
　運接表
　　処理
　達接褒
［コ鎌町回人手作業
一一@15　一
をメインにおき，その他各種の調査が行えるように設計した。
　その結果，入力データは次のように決った。
　　原文　　　　　ただし，膵注，図，表およびその注記等は入力しない。
　　単位切り情報W単位とM単位の二種類を採用。本報告鶴岡論文参照。
よみがな
代表形
半ijSiJ・bff幸心
助辞情報
ルビ情報
見出し語情報
出典情報
主に，結果を50音順に並べるために用いる。
異形同語をまとめるために用いる。’
同じ代表形を持つ異語（動詞の「ある」と連体詞の「あるi
　など）を分離するために用いる。
助辞であることを示す。
教科書原文にルビがついていることを示す。
タイトルに用いられた語であることを示す。
教科書名，A“　一一ジ情報，段落情報
このデータにより，次の表が出力される。例を17・18ページに示す。
麟儲：鷺／羨瓢巽茎翻群む）：蜘）］
　連接表
用例表（KWIC）
その他，以下の分析が計画されていた（73、12．19野村雅昭まとめによる）。
　教科書基本語彙の抽出
　教科別特徴語彙の抽鐵
　対象記述用語と方法記述用語の分析
　文章における語彙構造の分析
　述語文の構造の分析
　語構成の分析
　基礎概念語と応用概念語の分析
　語基概念表示性による量的把握
　説明文的特徴語基の抽出
　説明ヌ：的文末表現の抽出
これらの計画は，それ以後の人事移動，入力方式の変更等のために実現でぎ
　　　　　　　　　　　　　　一16一
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ないものもある。実現可能なものでも，そのためにいかに時間と費用をかける
かによるものもある。今後の課題である。当初，教科書システムはこれらが実
現できるように計画されたものである。
　同語異語の半弓については，報告61所収土屋論文に詳しいのでここでは述べ
ない。
5．　おわりに
　電子計算機を用いた調査は非入間的だと言われてきた。この種の調査を紹介
すると，いつもその処理スピード，その処理量に感心されても，処理の精度に
ついては，機械のすることだからと大目に晃てこられた。電子計算機を本当に
調査の道具として使うなら，それではいけない。処理のスピードや量をおとさ
ず精度を上げるにはどうすればよいか，機械の欠点を人間がいかにカバーする
か。人間と機械の調諏のとれたシステムとはどんなものか。そのようなことを
求めて，高校教科書の用語調査システムは設計されたのである。
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